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【目的1現存す る石油資源の 起源は、藻類の 死骸や生物分解 を受けた有機 物

が 、地 中の 高温条件下 で 熱分解 を受 け石 沺鉱 床が 形成 された もの で ある と

考 え られ て い る。石 油資源枯渇後の 資源 ・エ ネル ギ
ー

確保の ため に 、こ の

自然界 の 石 油生 成過程 を模倣 した 人工 石油生産に っ い て 検討 する こ とは 有

意義 と考 え られ る
1）。本研究で は 石油転換に適 した耐塩性藻類、Dunaliella

tertieiectaの 汕化に よ る石 油代 替物生 産プ ロセ ス に 関 し検討 し た。【方法及び

結 剰 高 塩濃 度 環境 Fに お い て グ リセ リン を蓄積 す る 耐塩 性 藻類 D．
tertielect（t　ATCCSO929 を用 い 、外 部照射型 （5L）光合成培養装置 お よび攪

拌型油化装置 によ り、藻体培養の 最適化、藻体の 回収方法お よび藻体の 油

化処理条件 につ い て 検討を行 っ た．その 結果、本株は海 水の 2倍程 度の 塩

濃度 まで 培養可能で 、細胞 内に 高濃度 にグ リセ V 一ル を蓄積 する こ とが 明

らか とな っ た。藻体 の 回収で は、培養 液の pH をア ル カ リ側に制御す る こ と

に より藻類が 凝集沈降する 現象 を利用 し、pH 制御に よ り簡便 に藻類 を 回 収

す る方法 を検討 したu また 、藻体の 油化 処理 条件に つ い て検討 を行 っ た 結

果、25  ℃、50気圧 の 条件で 藻体の 油化 を行 う こ とに よ 0 有機 物 換 算で 約

40％の 収率で 原油状物質 （発熱量 8000⊂allg ）が 得 られ る こ とが 明 らか と

な っ た。本研究の 遂行 にあた り、ソル ト ・サ イ エ ン ス 研 究財 団 か らの 支援

を得た。
1）HoriuchiJ 、，et　at．　J、　Biosci．　Biocng．，95，412−415 （2003＞
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［Introduction］Microa［gal　cultivation 　 requires 　efflcien し photobiQreactor
syst．errls．　Aithollgh　various 　photobioreactors　have　been　proposed，　only 　a

且赴woll 　them 　are　suitable　for　cDrnrucrcial 　cultivation 　of 　microalgae ．　Open
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Neverthe ］ess，飾 r　improved　biomass　produα ivit｝ and 　producしion　oFhigh −
value 　 products　from　ce皿 biomass，　 closcd 　systems 　 such 　 as　 tし吐bular

phutobioreactors　 arc 　prcferabヱc　 to　 opcn 　ponds．　In　 this　 study ，　 mass

cultivation　of　Chloretia　sorokin ・ia・n α was 　investigated　ill　 opell 　ponds　and

inchned　tubular　photobiorea〔 tors．
［Methodologア and 　Results】
Effects　of 　weather 　cot 匸ditions，　diluしion　rates 　and 　nutricn しlimitation　on 　thc

biomass　yields　 of 　C．sorehiniana 　 were 　investigated．　Thc 　 average 　biGmass
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【目的】近年、ア ス タキ サン チ ン は 抗酸化 作用 に注 目した健康食品や養殖 に

お けるサケやマス あ るい は 鶏卵等の 色あ げ剤への 応 用が な されて い る．当

研究室では これまでにア ス タキサン チ ン 生産能 を有する細菌 を海洋環境 か

らス ク リ
ーニン グ し、sphingomonas 属 に相 同性 を示すJPGCMBDOI7株 を

獲得 した 。本研究で ltJPCGMBOOI7株によるアス タキサン チン 高生産 を 目

的 と し．大 量培養 に お け る高密度培 養条件 を検 討 した 。【方
．
法及び結 果 1

亅PCCMBOO17 株の 凍結乾燥 菌体か らジ ク ロ ロ メタ ン ：メ タノ
ー

ル （3：1）を

用い て 色 素 を抽出 し、HPLC に よる色素解析 を行 っ た．結果、カ n テノ イ

ド含有量は 1．5−1．9mgtg −DGW （dr｝
’
　cell 　wight ）、ア ス タキサン チ ン 含 有量

は 116−150 μ gピg−DGW であ っ た 。次に 大 量培 養に先駆 け、回分培養 〔5　nlD

に おけ るJPCCMBoo17株 の生 育条件 を最適化 した。培養温度、　pH 、塩化

ナ トリ ウム 濃度を検 討 した 結果、35 ℃ pH 　7．5−8．5、塩化 ナ トリウム濃度

2％ が最適で あ り、ナ トリウム 要求性を示 した。本条件 を基 に10L の フ ァ
ー

メ ン タに て 大量培養 （5　L）の 条件検討 を行 っ た、10Umin の 通気条 件下

に おい て 最終菌体濃度は 1．8x1010 〔ells！m ］に達 し、高密度培養 が可能 で

あ っ た 。また、大量培養 におい ても同等 の ア ス タキサン チン 含有量 が得 ら

れ、乾燥菌 体重 量は5．3g〆L であ っ た．さらに流加培養 によるア ス タキサン

チ ン 生産向上につ い て検 討 した。
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［目的1 演者 らは、これ まで に微 細藻類E ．gracili∫を用い た α
一tocophcrel 生

産 には、光独 立栄養代謝 と従属栄養代謝が 同時 に働 く混合栄養培養法が適

してい るこ とを培養工学的 に示 して きた
D．しかし、混合栄養条件下にお

い て 、両代謝が α
一tocopherol 生産 に ケえ る影響や両代謝間の 相互関係 等に

つ い て は十 分に明 らか にな っ てい ない c　 本研究で は、両代謝が働い て い

る際 に、発 生 また は存在 して い る活 性酸 素 種が 抗酸 化物 質 で あ る a −
tQcepherol 生産 に深 く関与 してい ると推定 し、細胞内で の 挙動 につ い て 解

析 を行 い 、効率的な生産 シ ス テ ムの 構築 を試み た。
［結果お よび考察 ］ 光独立 、従属お よび混合栄養培養条件下で の 、細胞内

の α一tocopherol 含 有量 と活性酸素種 の 存在量等 を比較 した とこ ろ．各培養

条件 でそれ らに違い が 見られ た。また、細胞内の a −tecopherDl 含有景が多

くなる有機炭素源 を使用 し た場合には、活性酸素種の 存在量 も多 くなる傾

向が認 め られた。
　種 々 検討 の 結果か ら、活性酸素種が α

一tocopherol 生合成に関与 して い る

こ とが示 唆 され た。さ らに、得 られ た知 見 を も とに、一：、9Tacilis の a −
tocopherol 生産 にお ける光独立栄養代謝 と従属栄養代謝の 役割 を解析 す る

とともに、効率的な生産 シ ス テ ムの 構築 を行 っ た，
1） 日本 生物 丁学会講演要 旨集 p．161（2004）
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